
常任委員会：総務県民生活委員会委員
特別委員会：自然再生・循環社会対策特別委員会委員

八
潮
市
道
路
陥
没
に
補
正
予
算
90
億
円

　
１
月
28
日
に
八
潮
市
内
で
発
生
し
た
道
路
陥
没

事
故
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
翌
29
日
に
は
大
山
忍
八
潮
市
長
と
と
も
に
緊
急

要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
自
民
党
議
員
団
と
し

て
対
応
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
と
の
協
議
の
う
え
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、

下
水
道
管
や
道
路
な
ど
の
復
旧
工
事
費
用
と
し
て

補
正
予
算
90
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
時
期
に
、
同
じ
よ
う
な
手
法
で
、
各
地
域

に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
全
国
的
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
早
期
復
旧
は
当
然
、
原

因
究
明
と
対
策
の
必
要
性
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て
は
意
見

書
、
県
に
対
し
て
は
決
議
や
五
か
年
計
画
の
修
正

な
ど
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
示
し
、
皆
様
の
不

安
に
応
え
る
具
体
的
な
取
組
が
着
実
に
進
む
よ

う
、
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。

一
般
会
計
約
２
兆
２
３
０
９
億
円
成
立

こ
ど
も
・
若
者
関
連
事
業
も
大
幅
強
化
！

　
超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、
依
然
と
し
て

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、「
歴
史

的
課
題
へ
の
挑
戦
と
未
来
へ
の
躍
進
」
を
テ
ー
マ

に
構
成
さ
れ
た
令
和
７
年
度
予
算
が
可
決
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
制
定
責
任
者
を
務
め
た
「
埼
玉
県

こ
ど
も・若
者
基
本
条
例
」
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、

こ
の
度
、「
埼
玉
県
こ
ど
も
・
若
者
基
本
計
画
」

が
決
定
さ
れ
、
各
事
業
も
大
幅
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
議
会
は
基
本
的
に
２
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
月
程
度
開
催
さ
れ
ま
す
。
次

年
度
予
算
を
審
議
す
る
２
月
定
例
会
は
、
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
最
も
重
要
な
議

会
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
予
算
特
別
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
手
上
げ
方
式
で
決
定
さ
れ
ま
す

が
、
毎
年
欠
か
さ
ず
参
画
し
、
不
足
す
る
施
策
の

改
善
、
不
要
な
事
業
に
対
す
る
指
摘
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
提
言
や
貴
重
な
税
金
の
使
わ
れ
方
を

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
自
民
党
県
議
団
の
政
務
調
査
会
長

代
理
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
重
責
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
激
務
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
、
将
来
を

担
う
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
、「
声
を
ち
か

ら
に
」「
思
い
を
か
た
ち
に
」
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

予算特別委員会にて

一般会計 ２兆2,308億9,000万円 
（前年度比＋5.2％、過去最大）

全会計合計 ３兆7,017億9,232万７千円 
（前年度比＋4.1％）

　予算編成の特徴のひとつですが、「臨時財政対策債」が令和７年度はゼロ。「国から押し付けられる地方
の借金」と悪名高く、藤井も見直しを求めてきた制度です。改善が図られたことは、ほとんど報道にはあ
りませんが、評価に値する点と考えます。

予算規模の推移

令和７年度当初予算のポイント

① 歴史的課題への挑戦
　⚫「人口減少・超少子高齢社会への対応」
　⚫「�激甚化・頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え」

② 「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現
　⚫介護・医療体制の充実
　⚫子育てに希望が持てる社会の実現
　⚫稼げる力の向上　など12の指針

歴史的課題への挑戦と未来への躍進

① 基金の目減りと利回りの確保

【藤井の質問趣旨】　埼玉県の基金は、全 32種、１兆
3,177 億円（直近の数値）。県は、この多額の基金に
ついて安全性を第一に運用しているが、運用利回りは
0.3％程度。しかし、インフレ率は３％を超えており、今
後は２％で推移するとも予想されている。インフレ率を
下回る現在の運用利回りでは、税を原資とした基金が、
目減りしてしまうことになる。積極的な運用を行うべき。
【知事の答弁趣旨】　安全性を第一とする地方財政法な
どの制限があるが、より高い利回りを追求していく。
【解説】　適正な管理のもと収益性の向上を図ることがで
きるよう、①法規制の見直し、②リスク管理体制の強化
支援、③運用に関する透明性の確保や説明責任の明確
化、などについて国に対して意見書を提出いたしました。

②公共調達における県内企業受注率の
向上に資する指標の設定

【藤井の質問趣旨】　県内企業の育成、経済循環の観
点から、公共調達における県内企業の受注率向上は重
要。本県は、68.6％にとどまるが、他県では90％に
目標設定するなどして全庁挙げて取り組んでいる都道
府県がある。本県でも指標を定めるべき。
【部長の答弁趣旨】　県内企業受注率の向上を目指すこ
とは重要。指標の設定に向けた検討を行う。

③障害児者等への歯科診療の
安定供給に関する課題

【藤井の質問趣旨】　障害児者等に対応する歯科診療所
県内６か所について、埼玉県による設置５か所、歯科医
師会による設置１か所。県設置の５か所には潤沢に県
費を充当している一方、歯科医師会には、赤字を押し
付けている状況。県の責務にもかかわらず極めて重大
な問題。早急に是正するべき。
【部長の答弁趣旨】　歯科医師会と協議して改善を図っ
ていく。

【解説】　昨年、この問題を発見し、厳しく指摘したに
もかかわらず、先送りがあったため、「附帯決議」を付
して、厳しく善処を促しました。

④教職員の駐車場費用負担の不公正

【藤井の質問趣旨】　県立 176 校のうち、駐車場費用
の職員負担があるのは３校だけ（浦和特別支援学校、
草加かがやき特別支援学校、春日部特別支援学校）で
ほかはすべて無料。赴任先により差異が生じるのは平
等な取扱いに反する。ただちに、あらためるべき。
【教育長の答弁】　昨年も藤井議員から同様の指摘を受
けたため、検討をおこなった。（駅から徒歩 38分の）
１校については改善を行った。残りの３校での、駐車場
代の自己負担による通勤は、平等な取扱いに反しない
と考える。
【解説】　勤務校による不公平が生じないよう、統一的
な基準の検討を促す、「附帯決議」をつけさせていただ
きました。数年前から、当該学校の職員さん、PTAの
みなさんからも度々相談を受けていた課題です。

⑤地下鉄七号線の早期延伸、同鉄道の浦和美園・
大宮間の接続、首都高の東北自動車道への接続など
⇒取組を推進する旨の答弁

⑥エスカレーターの安全利用に向けた 
AI システムの導入

⇒取組を推進する旨の答弁

⑦アドバンスケアプランニングの
周知啓発の強化と指標の設定

⇒指標を設定し啓発に取り組む旨の答弁

⑧大宮公園の再整備と
周辺の渋滞対策

⇒渋滞対策について、さいたま市とも協議のうえ推進
する旨の答弁

 ▲成人式でお仲間と一緒に記念撮影

 ▲さいたま市新年名刺交換会

 ▲大宮区賀詞交歓会

 ▲議員連盟にて国風盆栽展
を視察。左は本県の方の作品

 ▲各駅で欠かさず議会報告をおこなっ
ています

 ▲羽田イノベーションシティを視察

 ▲アルディージャ社長さんたちによる
表敬訪問

 ▲母校日大の校友会

 ▲大宮公園の再整備に関する中間報告会

 ▲今年の元旦は氷川様の清掃からスタート！

県オリジナル品種の特徴

生産状況

●埼玉県オリジナル品種の栽培面積●本県のいちごの
　栽培面積95ha
　（産出額 46億円）

いちご狩りができる
観光農園
（市内は９園、

おおむね５月下旬くらいまで）

詳しくは「グリーン・ツーリズム埼玉」

いちご狩り
に

　 出かけ
よう！

全国いちご選手権など
「全国選手権４連覇」！

藤井の取組や主張が反映されたその他の新たな事業

予算特別委員会における藤井の主な主張

　毎年、400項目を超える政策提言に加えて、本会議
一般質問、委員会質疑などなど、あらゆる機会をとらえ
て議会活動を行っております。前頁までに掲載しきれな
かった新規事業の一部を、以下にも掲載いたします。
�
①特別支援学校の設置をさいたま市が決定
　【R2.12本会議】

�
②�県産品アンテナショップ
　「そぴあ」の大宮駅構内への移転
　調査等 2,400 万円　【R4.6本会議】
�
③�企業誘致重点ターゲットの調査・
　市町村と一体になった誘致活動の
　強化　700 万円　【R6.6本会議】

④�女性デジタル人材の育成
　（オフィス実務コースなど拡充）
　4,400 万円　
　【R6.6本会議】
�
⑤�大宮公園の整備
　（大宮スーパー
　ボールパーク
　基本計画、
　設備改修ほか）
　２億 3,200 万円

�
⑥�民生委員の担い手確保
　（協力員制度の導入、ＤＸ推進など）
　3,700 万円
　【R4.2委員会】

県議会で取り上げたほか、PTA のみな
さんとともに、市長や市議会に働きかけ
を行い実現へ。関係の皆様にこころから
感謝です（２月 11 日付）

藤井の
質問

A案（第二公園内に多目的競技場を整備）

B案（第一公園内に多目的競技場を整備）

「試合のある日もない日も楽
しめる公園」をコンセプトに
した再整備の計画づくり。双
輪場の今後もこの中で整理。
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オープンイノベーションの創出・促進 スタートアップの創出・成長支援 イノベーションを担う人材の育成

●�中小企業等を対象とした意識醸成セミ
ナー、ワークショップを実施
●�社会課題や企業課題を協業により解決する
共創プログラムを実施

●�シード期（起業前）及びアーリー期（起業
初期段階）のスタートアップを対象に短期
集中型の伴走支援プログラムを実施

●�大学生を対象とした起業伴走プログラムを
実施
●�アントレプレナーショップ教育推進のため
の大学間ネットワークの運営

埼玉発！令和７年夏開設予定　@ さいたま新都心

渋沢MIXにおけるイノベーションの創出
３億9,537万円

1. 持続可能なまちづくりと経済成長の実現

■ 大規模農業法人などの誘致と参入支援　
■ 水稲のカメムシ類・高温被害への対策　など 
　6,658 万円
　●高温耐性新品種えみほころの導入

■ 中小企業の DX 推進（実践型ワークショップ等）　8,522 万円
■ ＡＩしごと診断・マッチングシステムの構築　1,500 万円

３.更なるＤＸの推進による県民サービスと生産性の向上

■ �自然災害への備え　 
394 億 5,146 億円

　●�大規模災害時の通信機能
の強化　

　●�緊急性の高い防災減災対
策（橋りょう等の補強）　
など

４.激甚化・頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え

■ 警察活動の強化　４億 899 万円
　●�警察官の増員（全国最多の増員175人）
　　・�サイバー空間対策強化、詐欺グルー

プ対策強化
■ 民生委員の担い手確保　3,741 万円
　●�市町村支援事業（協力員制度の導入、�
ＤＸ推進など）

５. 県民の暮らしの安心確保

■ 人材の確保　６億 7,993 万円
■ 救急医療体制の強化　１億 7,567 万円
　●夜間の小児初期救急患者の受入体制整備

６. 介護・医療体制の充実

■ �観光プロモーション・インバウンド誘致
の推進　２億 781 万円

　●�酒やアウトドアスポーツなど魅力発信に
よる観光周遊促進　など

　●�アメリカ、台湾などターゲットを絞った
プロモーション

■ 伝統文化の魅力発信・普及　1,984 万円

７.支え合い魅力あふれる地域社会の構築

第75回全国植樹祭の開催　
10億 1,615 万円
令和７年５月25日（日）秩父ミュー
ズパーク
森林資源の活用、木材利用拡大
の推進

８. 豊かな自然と共生する社会の実現

９. 儲かる農林業の推進

右ページの特集をご覧ください。

２.「こどもまんなか社会」の実現

令和７年度からはじまる主な新規事業

■ �サーキュラーエコノミー（ＣＥ）の推進　 
７億 237 億円
　●�リチウムイオン電池広域回収・資源化モ
デルの構築

　●ＣＥ推進センター埼玉によるマッチング強化
■ 人手不足への対応　７億 6,916 万円
　●省力化の専門家派遣
　●�機器等の導入、設備更新に対
する補助

　●�バス・タクシー事業者に対する
女性進出の職場環境整備支援

　藤井が制定責任者を務めた「埼玉県こども・若者基本条例」は、昨年 10
月に全議員の賛同を得て可決されました。
　その条例に基づく「こども・若者基本計画」が、今定例会で議論・審議され、
無事に可決されました。
　また藤井からは、取組の不足や新たな指標の設定など、19項目にわたる改
善提案を動議として提出し、こちらも全会一致で可決されました。
　今後も、こども・若者、そして子育てを応援する取組の充実に全力で取り組
んでまいります。

03
強 化 新たに設定された指標

20項目（主なもの）
指　　標　　名

こどもの居場所等地域ネットワークのある市町村数

低所得の子育て世帯向け住宅の新規入居世帯数

「生命（いのち）の安全教育」を実施した学校の割合

職場体験やインターンシップを実施した高等学校の割合

「こどもまんなか社会の実現に向かっている」と思う人の割合

調査中 63 市町村

182 世帯

な　し

41.8％

24.1％

900 世帯

100％

85.0％以上

70.0％

現状値 目標値(R11度）

02
強 化 「こどもまんなか社会」

関連予算の拡大

令和６年度　1,915 億円

↓（14.9％増加）

令和７年度　2,200 億円

埼玉県こども・若者基本条例（2024 年 10 月決定）
▼

埼玉県こども・若者基本計画（2025 年 03 月決定）
▼

こども・若者、子育てを応援する様々な取組を強化

● こども・若者が相談しやすい環境の整備を明記（相談方法の拡大、部局連携）
● こども・若者の意見表明を支援する人材の確保を明記
● 性に関する知識を包括的に学ぶことができる教育を明記
● 生活保護世帯の中学３年生の学習支援事業利用率を指標化（現状値40.2％→目標値 60.0％） など

計画の修正と
附帯決議 19 項目

（主なもの）

「こどもまんなか社会」の実現
～こども・若者、子育てを応援する様々な取組を強化！～

藤井が
提起した

● �こどもの声を聴く「埼玉県こども会議」
� 445 万円

⚫︎�小学生～高校生が県政に対し意見を表明する「埼玉県こ
ども会議」を設置・運営

⚫�こどもたちからの意見を施策づくりに生かすとともに、反
映状況等を県ホームページで公表

● �朝のこどもの居場所づくり� 557 万円
⚫�「朝の小１」の壁を解消するため、小学校始業前の朝の時

間にこどもを預かる場を整備
　▶ モデル事業に取り組む市町村へ補助（補助率２/3）

● �保育士の確保・定着� １億 6,509 万円
⚫�新卒保育士の就職支援と保育士の復帰・復職のサポート

● �メタバース空間を活用した不登校児童生徒支援
� 4,272 万円

⚫�新たな居場所・学びの場を設置
　▶ 状況に合わせた学びの提供（講義形式・個別学習支援）
　▶ スクールカウンセラー等による専門的な相談
　▶ オンライン社会科見学等の体験活動

● �工業高校と地域による未来共創プロジェクト
� 2,002 万円　

⚫�工業高校にコーディネーターを配置
⚫�人材育成コンソーシアムによる職業教育の充実

● �特別支援学校の整備　�14 億 4,969 万円
⚫�新校設置や増改築により受け入れ 700 人超増加

● �県営公園の安全安心向上
� １億 9,850 万円

⚫�犯罪からこどもを守るための環境
整備を推進
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